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1 位　沖縄県
2位　滋賀県
3位　佐賀県
4位　熊本県
5位　宮崎県
5位　鹿児島県

16.6％

13.6％

13.5％

13.2％

13.1％

　

総
人
口
に
占
め
る
子
ど
も
（
15
歳
未
満
人

口
）
の
割
合
の
全
国
平
均
は
、11
・
９
％
で
す
。

最
も
高
い
の
が
沖
縄
県
で
16
・
６
％
。
次
い

で
、
滋
賀
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
と
続
き
、

宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
は
い
ず
れ
も
13
・
１
％

と
同
率
の
5
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
で

は
、
他
の
福
岡
県
（
13
・
０
％
）
長
崎
県

（
12
・
５
％
）、
大
分
県
（
12
・
１
％
）
も
合

わ
せ
、
ど
の
県
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。

九
州
・
沖
縄
が
子
ど
も
の

割
合
が
高
い
傾
向

子
ど
も
の

割
合
が
高
い

都
道
府
県
は
？

※不詳補完値による
出典：総務省「令和2年国勢調査」
https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/kekka.html

15 歳未満人口割合（対総人口）

写真：  YUMIK、Fast&Slow、msv ／ PIXTA

第
十
一
回
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3
広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2
（中央合同庁舎 2号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )

特集
都市と地方を縮め、
社会全体のウェルビーイングを向上

「日本型テレワーク」
を考える

地方のかがやき

［奈良県］生駒市

MIC NEWS 01

公害苦情の受付件数は増加したものの
約７割は１週間以内に解決しています
～令和２年度公害苦情調査結果概要～

MIC NEWS 02

電気通信紛争処理委員会
発足 20 周年記念シンポジウム
～デジタル新時代に向けて：事業者間調整の最前線～

MIC NEWS 03　
３月１日（火）から３月７日（月）まで
春季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

M I C  M O N T H LY  M A G A Z I N E

4

14

18

20

22

月号

暮らしの 今と未 来 がわかる情 報 誌

2022 March Vol.255

T E N T SNOC

生駒山の麓に広がる緑豊か
なまち。「自分らしい暮らし」
を体現する人たちが増えて
います。

生駒市の景観
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特集

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
時
間
や
場
所
を
有
効

に
活
用
で
き
る
柔
軟
な
働
き
方
で
、
性
別

や
年
齢
、
障
害
の
有
無
、
都
市
部
か
地
方

か
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
方
の
多
様

な
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
働
き
方
を
可

能
に
し
ま
す
。
ま
た
企
業
の
生
産
性
向
上

や
地
方
創
生
に
も
資
す
る
も
の
で
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
率
は
令
和
元
年

（
２
０
１
９
）
に
は
20
・
２
％
で
し
た
が
、

令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
導
入
す

る
企
業
が
増
え
、
47
・
５
％
と
２
倍
以
上

に
急
上
昇
し
、
多
く
の
企
業
・
団
体
に
お

い
て
日
常
的
な
働
き
方
へ
急
速
に
変
化
を

し
ま
し
た
（
左
図
①
）。

　

一
方
で
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
と
と
も

に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
止
め
た
企
業
も

見
ら
れ
、
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
、
生
産
性
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど

の
問
題
点
も
表
面
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
総
務
省
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
先
の

時
代
を
見
据
え
、
日
本
の
働
き
方
に
合
っ

た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
た
め
、
令
和
3
年
4
月
に
「「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
」
時
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク

の
在
り
方
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
（
左
表
②
）。

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
目
指
す
べ

き
「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
在
り
方

や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
定
着
に
向
け

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
課
題
の
解
決
方
法

等
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、
８
月
11
日
に

提
言
書
を
公
表
（
注
１
）
し
ま
し
た
。「
日

本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
り
、
従
来
の
日
本
型
の
働
き
方
の
良
さ

で
あ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
最
大
化
を
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
下

で
も
実
施
す
る
こ
と
で
、
企
業
、
社
会
全

体
の
生
産
性
を
高
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ま
に
内
容
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
総
務
省
の
動
画
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
、
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
紹
介
動
画

を
公
開
し
て
い
ま
す
（
左
図
③
）。

　

日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
の
ほ
か

に
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
実
現
す
る
生
産
性

向
上
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
よ
る
企

業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
企
業
行
動

を
変
容
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
の
検
討
や
、

各
省
庁
が
実
施
し
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
支

援
事
業
の
統
合
と
い
っ
た
、
今
後
も
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
が
提
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
11
月
に
は
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
の
構
成
員
を
中
心
に
「「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
」
時
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
定
着
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」
を
設
置
し
、
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
議
論
し
た
方
向
性
を
実

現
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

テレワークはデジタル田園都市国家構想の実現に向けて重要な施策です。
本特集では、個人や社会のウェルビーイングを高める「日本型テレワーク」について、テレワーク導入を
支援する総務省の施策や、中西副大臣とテレワークの有識者による特別対談とともに、ご紹介します。

都市と地方を縮め、社会全体のウェルビーイングを向上

「日本型テレワーク」
を考える

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」を
定
着
さ
せ
る
た
め
に

～「「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」時
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
在
り
方
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
提
言
書
の
ご
紹
介
～

（注１）�「「ポストコロナ」時代におけるテレワークの在り方検討タスクフォース」提言書の公表
　　　  https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01ryutsu02_02000320.html

※ウェルビーイング＝身体的、精神的、社会的にも満たされた幸福な状態であること。

しろくま工作室／PIXTA
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政府 KPI：34.5％
（2012 年の 3倍）

5 2 0 2 2  M a r c h  V o l . 2 5 5M I C

（3）�それぞれの従業員が出社とテレワークを柔軟に組み合わせる「ま
だらテレワーク」の時代へ

（2）�「ポストコロナ」時代においては、テレワークとオフィスワーク
のバランスをとっていくことが重要

（1）�テレワークによるウェルビーイングの向上は、生産性の向上に
もつながる

（5）�時間や場所を有効活用した、ウェルビーイングの高い働き方へ

（4）�単にコミュニケーションをとるだけでなく、コミュニケーショ
ンが行われていることの可視化が重要

③日本型テレワークの動画

①テレワーク導入率の推移②「ポストコロナ」時代におけるテレワーク
　 の在り方検討タスクフォース 構成員（当時）

【主査】
島田　由香

氏名

上田　彰子

小林　祐児

田澤　由利

田宮　一夫

鶴　光太郎

長嶋　収一

中島　康之

ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス（株） 
取締役人事総務本部長

※現在は合同会社

所属等

ゴールドマン・サックス証券（株）
取締役社長室長兼人事部長

（株）パーソル総合研究所 
シンクタンク本部リサーチ部　上席主任研究員

（株）テレワークマネジメント 
代表取締役

（一社）日本テレワーク協会　
専務理事

慶應義塾大学大学院商学研究科 教授

東京商工会議所中小企業部 副部長・
IT 活用推進担当課長

社会保険労務士法人 NSR　代表
調査対象：常用雇用者規模 100人以上の企業
出典：総務省「令和２年 通信利用動向調査」
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin02_02000154.html

特
集
　 

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
考
え
る

総務省動画チャンネルでご視聴いただけます。

https://www.youtube.com/
watch?v=q5xJQANQUes
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テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
が
、
企
業

の
規
模
別
に
み
る
と
、
従
業
者
１
０
０
～

２
９
９
人
の
企
業
で
は
42
・
０
％
の
導
入

率
で
あ
る
の
に
対
し
、
２
０
０
０
人
以
上

の
企
業
で
は
85
・
２
％
と
大
き
く
差
が
あ

り
、
ま
た
、
産
業
分
類
別
で
も
大
き
な
差

が
見
ら
れ
ま
す
（
下
図
①
・
②
）。
総
務

省
で
は
、
全
国
の
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ま

が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
や
す
く
す
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
は
、
こ
れ
か
ら
テ
レ

ワ
ー
ク
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業

や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
み
て
生
じ

た
課
題
を
解
消
し
た
い
企
業
等
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
専
門
家
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
派
遣
事
業
」（
注
１
）（
左
図
③
〜

⑤
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
何
か
に

始
ま
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
活
用
法
や
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
家
に
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
利
用
者

数
が
急
増
し
、
３
７
２
の
企
業
等
に
延
べ

６
６
４
回
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
（
令
和

3
年
度
の
申
請
受
付
は
３
月
４
日
ま
で
）。

　

令
和
２
年
度
に
は
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
・

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」（
左
図

⑥
・
⑦
）
も
開
始
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

中
小
企
業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
各
地

の
商
工
会
議
所
、
社
会
保
険
労
務
士
会
等

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関

す
る
情
報
提
供
を
行
う
、
全
国
２
５
８
か

所
の
地
域
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
域
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ
ー

ク
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
厚
生
労
働
省
が

実
施
し
て
き
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
相
談
セ
ン

タ
ー
事
業
」
等
と
連
携
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
や
労
務
管
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
体
的
に
提
供
す
る
、「
テ

レ
ワ
ー
ク
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
」を
開
始
す
る
予
定
で
す
。テ
レ
ワ
ー

ク
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い

支
援
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
、
ま
た
は
実
際

に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
く
上
で
課
題

を
感
じ
て
い
る
企
業
等
の
皆
さ
ま
は
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
定
着
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
総
務
省
の
取
組

（
注
１
）
令
和
２
年
度
に
「
テ
レ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
相
談
事

業
」
に
改
称
し
て
い
ま
す
。

②テレワークの導入状況の推移（産業分類別）

①テレワークの導入状況の推移（従業者規模別）

出典：総務省「令和２年 通信利用動向調査」
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④テレワークマネージャーの
　年度別支援件数　※支援後の報告書による

③

⑥

⑤テレワークマネージャー相談事業
　の満足度　※支援後の報告書による

⑦テレワーク・サポートネットワーク 
　イメージ図

特
集
　 

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
考
え
る

満足している
やや満足している
あまり満足していない

テレワークマネージャー
相談事業

テレワーク・サポート
ネットワーク事業

テレワークマネージャー相談事業　事務局
https://teleworkmanager.go.jp/
電　話：044-299-7084（平日 9 時～ 17 時）
メール： twm@nttdata-strategy.com

問い合わせ先

総務省テレワーク・サポートネットワーク事務局
https://teleworksupport.go.jp/
電　話：044-299-7028 
メール：jimukyoku@teleworksupport.go.jp

問い合わせ先
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総
務
省
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す

る
周
知
広
報
と
し
て
、
令
和
3
年
度
に
は
、

「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
」、「
テ
レ
ワ
ー

ク
先
駆
者
百
選
」
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

11
月
の
テ
レ
ワ
ー
ク
月
間
（
注
１
）
に
お

い
て
本
年
度
で
終
了
す
る「
テ
レ
ワ
ー
ク
・

デ
イ
ズ
」
特
別
イ
ベ
ン
ト
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
先
駆
者
百
選
総
務
大
臣
賞
」
表
彰
イ
ベ

ン
ト
を
厚
生
労
働
省
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
期
間
中
の
交
通
混
雑
緩
和
、
大
会
終

了
後
の
全
国
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
を

目
的
と
し
て
、
夏
期
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
集

中
的
な
実
施
を
呼
び
か
け
る
国
民
運
動
と

し
て
、
平
成
29
年
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
に

は
、
１
５
３
１
団
体
、
約
92
万
人
の
方
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
実
施
さ
れ
た
テ
レ
ワ
ー

ク
・
デ
イ
ズ
特
別
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
特
別

協
力
団
体
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
企
業

に
よ
る
実
施
結
果
報
告
（
第
一
部
）
と

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
を
考

え
る
」（
第
二
部
）
と
題
し
て
、「
日
本
型

テ
レ
ワ
ー
ク
」
や
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
関
係
省
庁
か
ら
の
説
明
や
、

有
識
者
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
「
実
施
結
果
報
告
」
で
は
、

大
企
業
の
事
例
と
し
て
コ
ク
ヨ
株
式
会
社

に
在
宅
勤
務
の
ル
ー
ル
な
ど
、
地
方
企
業

の
事
例
と
し
て
ネ
ッ
ト
リ
ン
ク
ス
株
式
会

社
に
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
状
況
な
ど
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
の
事
例
と
し
て
ｅ
︲
Ｊ

ａ
ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
型
テ
レ

ワ
ー
ク
を
考
え
る
」
に
お
い
て
は
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
可
能
性
な
ど
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
る
新
た
な
価
値
創
出
に
つ
い
て
議
論
す

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
・
デ
イ
ズ
は
今
年
度
で
一

旦
役
割
を
終
え
ま
す
が
、
全
国
の
企
業
・

団
体
の
皆
様
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
テ
ー
マ
に

「
テ
レ
ワ
ー
ク
」を
テ
ー
マ
に
つ
な
が
る

企
業
・
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（注１）総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省、産業界、学識者で構成される会合体であるテレワーク推進フォーラムが
　　　  設立された 11月をテレワーク月間と定め、11月に集中的にイベントや広報を実施している。

テレワーク・デイズ特別イベント
資料や動画については、令和４年３月31日まで以下 URLに公開しているので、ご視聴ください。
https://teleworkdays.go.jp/topics/topics_211210_01.html
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つ
な
が
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
取
組
を
令
和
4
年
度
に
向

け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
30
日
に
実
施
さ
れ
た
「「
働
く
、

が
変
わ
る
」
テ
レ
ワ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
」
で

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
総
務
大
臣
賞
表

彰
式
お
よ
び
輝
く
テ
レ
ワ
ー
ク
賞
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
式
が
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
務
省
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
活
用
を
進
め
て
い

る
企
業
・
団
体
を
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
」

と
し
、
そ
の
中
か
ら
十
分
な
実
績
を
持
つ

団
体
等
を
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
百
選
」

と
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

28
年
度
に
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
駆
者
百
選　

総
務
大
臣
賞
」
を
創
設
し
、「
テ
レ
ワ
ー

ク
先
駆
者
百
選
」
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た

取
組
を
行
っ
て
い
る
企
業
・
団
体
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
１
３
６
件
と
例
年
よ
り
多

く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
企
業
が
増
え
た

一
方
で
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
課
題
も
表

面
化
し
、
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
こ
と
を
課
題
と

す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
ご
応
募

い
た
だ
い
た
多
く
の
企
業
で
は
こ
う
い
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
課
題
の
解
決
に
資
す
る
取
組
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
Ｈ
Ｐ
に
企
業
の

テ
レ
ワ
ー
ク
取
組
事
例
（
注
３
）
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入

や
実
施
等
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
同
様
に
表
彰

予
定
で
す
。

（注３）今年度および過去のテレワーク先駆者百選の事例集等が掲載されております。　　　
　　　  https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/telework/

令和３年度の 『働く、が変わる』テレワークイベ
ント（テレワーク先駆者百選総務大臣賞表彰）

企業名 取組概要

日本航空
株式会社

ネットリンクス
株式会社

株式会社
三技協

株式会社
エグゼクティブ

株式会社
ニット

愛和税理士法人

全社的にテレワークを推進。併せて、IT 改革、業務棚卸し、業務プロセス改革を実施。
休暇先でテレワーク可能なワーケーションなど、新しい形態の働き方を制度化。

テレワークは子育てのための特別な働き方というイメージを払拭し、
全従業員がテレワーク可能。

建設業（ブロードバンドインフラ事業等）において、全ての役員・従業員がテレワーク可能。
テレワークで働くことを前提に、地方都市居住の人を採用。

全社全部門で 100％テレワーク。在宅勤務日ではなく出勤日を自由選択。
オフィスは、「仕事場」ではなく、「コミュニケーション＋遊び場」と発想を転換。

本社拠点はなく、ICT を活用して、社員のほか、
日本全国・世界 33 か国の 400 名のメンバーに発注。

士業においてテレワークを採用。
セキュリティに関し、人為的要因に言及し、リスク低減の取組を明文化。

令和３年度テレワーク先駆者百選総務大臣賞受賞企業

特
集
　 

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
考
え
る
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中
西
副
大
臣

　

田
澤
さ
ん
、
北
海
道
は
北
見
市
か
ら
、
よ
う
こ
そ

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
田
澤
さ
ん
に
は
、
総
務

省
の
「「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
時
代
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー

ク
の
在
り
方
検
討
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
に
お
い
て
、

日
本
の
働
き
方
に
合
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
と
し
て
、「
日

本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

に
も
ご
参
画
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
日
は
「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
の
メ
リ
ッ

ト
や
実
現
に
向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中
西
副
大
臣

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
働
く
時
間
や
場
所
を

柔
軟
に
活
用
で
き
る
働
き
方
が
可
能
と
な
る
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
は
、
地
方
と
都
市
の
差
を
縮
め
、
地

域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
岸
田
政
権
の
最
重
要
政

策
の
一
つ
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
の

実
現
に
向
け
て
も
、
重
要
な
施
策
で
す
。

　

私
は
徳
島
県
出
身
で
、
田
澤
さ
ん
は
北
海
道
を
拠

点
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る

こ
と
で
地
域
を
元
気
に
す
る
と
い
う
思
い
は
共
通
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
田
澤
さ
ん
は
「
日
本
型
テ

レ
ワ
ー
ク
」
の
提
言
書
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め

た
の
で
す
か
。

田
澤
氏

　

中
西
副
大
臣
は
徳
島
県
の
ご
出
身
な
の
で
す
ね
。

私
は
徳
島
県
が
主
催
す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
活
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
の
常
任
委
員
も
担
当
し
て
お
り
ま

し
て
、
北
海
道
、
四
国
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
体
で

都
市
と
地
方
の
差
を
縮
め
、

社
会
全
体
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
向
上

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」

を
考
え
る

【特別対談】

奈良県生まれ、北海道在住。在宅
でもしっかり働ける会社を目指
し、株式会社ワイズスタッフを設立。
2008 年には、柔軟な働き方を社会
に広めるために、株式会社テレワー
クマネジメントを設立。総務省「ポ
ストコロナ」時代におけるテレワー
クの在り方検討タスクフォースおよ
び総務省「ポストコロナ」時代にお
けるテレワーク定着アドバイザリー
ボード構成員。総務省テレワークマ
ネージャー、地域情報化アドバイ
ザーとしても活躍。

テレワークマネジメント
代表取締役　

田澤由利

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
が

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
を
支
え
る
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特
集
　 

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
考
え
る

テ
レ
ワ
ー
ク
が
当
た
り
前
と
な
る
よ
う
な
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
が
当
た
り
前
と
な
る
と
、
地
域
に
い

な
が
ら
東
京
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
地
域

に
人
材
が
残
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は

東
京
で
得
た
給
料
を
地
域
で
消
費
し
、
地
域
で
子
育

て
を
し
、
地
域
で
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
都
市
部
に
お
け
る
交
通
渋
滞
や
待
機
児
童
な

ど
の
課
題
解
決
に
も
な
り
ま
す
。
提
言
書
に
は
、
日

本
独
自
の
課
題
解
決
が
で
き
る
「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー

ク
」
で
、
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
を
込
め
ま
し
た
。

中
西
副
大
臣

　

徳
島
県
で
は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
会
議
を

は
じ
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、

子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援
や
障
害
が
あ
る
方
の
就
労

支
援
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
社
会
課
題
解
決
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
地
域
が
元
気
に
な
る
様
々

な
事
例
を
全
国
に
広
げ
る
こ
と
も
、
総
務
省
の
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
澤
氏

　

令
和
３
年
９
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
る
と
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
実
施
率
も
下
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
総
務
省
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。

中
西
副
大
臣

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
と
し
て
、
変
異
株
の
状
況
も
踏
ま
え
引
き
続
き

重
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

働
き
方
改
革
や
多
様
な
働
き
方
の
実
現
な
ど
、
社
会
、

企
業
、
働
き
手
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
効
果
を
も
た
ら

し
得
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
方
、
テ
レ
ワ
ー

ク
だ
け
で
は
生
産
性
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
、

オ
フ
ィ
ス
出
勤
を
増
や
し
た
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ

ま
す
の
で
、
生
産
性
を
下
げ
ず
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

実
施
で
き
る
支
援
が
必
要
で
す
。

　

私
も
紙
の
決
裁
箱
を
無
く
し
た
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
レ
ク
を
推
進
す
る
等
、
省
内

の
働
き
方
改
革
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

田
澤
氏

　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
リ
ー
ダ
ー
の
理
解

や
推
進
力
は
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
は
と
て
も
大
切

で
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
求
め
ら
れ
る

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
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テ
レ
ワ
ー
ク
の
生
産
性
に
つ
い
て
、
下
が
る
と
思

わ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
の
働
き
方
に
由
来
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
欧
米
で
は
個
人
の
仕
事
が
明
確

に
分
け
ら
れ
て
い
る
た
め
（
ジ
ョ
ブ
型
）、
家
で
仕

事
を
し
て
も
生
産
性
は
ほ
と
ん
ど
下
が
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
日
本
で
は
チ
ー
ム
で
の
業
務
が
一
般
的
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
な
る
た
め
、
チ
ー
ム

内
の
誰
か
が
家
で
仕
事
を
す
る
と
、
生
産
性
が
下

が
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
等
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
オ
フ
ィ
ス
の

よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

中
西
副
大
臣

　
（
実
際
に
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
体
験
し
て
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
と
、
日
本
の
仕
事
の
進
め
方
に

お
い
て
、「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
報
連
相
）」
と
我
々
が

呼
ん
で
き
た
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を
在
宅
で
も

オ
フ
ィ
ス
と
変
わ
ら
ず
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

い
か
に
チ
ー
ム
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
下
で
も
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
、「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
推
進
す
る
た
め

の
鍵
と
な
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

田
澤
氏

　

欧
米
の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
で
仕

事
を
す
る
良
さ
を
テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
生
か
す
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
は
、
チ
ー
ム
で
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
１
＋
１
を
３
に
し
、
日
本
の
社
会
課

題
を
解
決
す
る
働
き
方
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
国

が
旗
を
振
っ
て
推
進
し
て
く
れ
る
と
、
あ
り
が
た
い

で
す
。

　

生
産
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
達
成

で
き
た
先
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
人
材
確
保
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
な
ど
企
業
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
ま
す
。

中
西
副
大
臣

　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
ね
。「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー

中西総務副大臣もバーチャルオフィスを活用したオンラインコミュニケーションを体験

社
会
全
体
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
を

日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
で
実
現

テレワークの在り方検討タスクフォースにおける田澤氏の説明
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特
集
　 

「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
を
考
え
る

ク
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
は
も
ち
ろ

ん
、
企
業
そ
し
て
社
会
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

向
上
も
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
入
り
口
で
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
馴
染
ん
で
み
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
総
務
省
で
は
、
田
澤
さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
相
談
事
業
で
、

専
門
家
に
よ
る
無
料
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
厚
労
省
と
相
談
事
業
を
一
体
的
に

運
用
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
に
関
し
て
、
労
務
管
理

面
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
面
も
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
今
後
も
各
地
域
の
企
業
・

団
体
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

中
西
副
大
臣

　

テ
レ
ワ
ー
ク
時
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
だ
と
、
従
業
員
が

「
い
つ
」「
ど
こ
で
」「
な
に
を
」
し
て
い
る
の
か
把

握
が
で
き
ず
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
が
、
生
産
性
を
下
げ
ず

に
チ
ー
ム
と
し
て
働
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

田
澤
氏

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
出
社
と
テ
レ
ワ
ー

ク
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
働
き
方
に
な
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
働
く
場
所
や
勤
務
時
間
に
よ
ら
ず
フ
ェ
ア

で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
ど
こ
で

働
い
て
い
て
も
同
じ
仕
事
が
で
き
、
社
員
も
気
軽
に

雑
談
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
チ
ー
ム
と
し
て
の

一
体
感
を
醸
成
す
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
企
業
が
評
価
指
標
を
見
直
す
こ
と
も

重
要
で
す
。
時
間
の
み
、
成
果
の
み
を
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、「
時
間
あ
た
り
の
成
果
」
を
評
価
軸
に

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
で
も
、
短
時
間
勤
務
で
も
適
切
に
評

価
さ
れ
、
働
き
手
一
人
一
人
が
自
分
の
能
力
を
最
大

限
発
揮
で
き
る
こ
と
が
、「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」

が
目
指
す
働
き
方
で
す
。

　

企
業
も
人
も
地
域
も
幸
せ
に
な
れ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
社
会
に
向
け
、中
西
副
大
臣
が「
日
本
型
テ
レ
ワ
ー

ク
」
を
牽
引
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
西
副
大
臣

　

本
日
は
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
で
生
産
性
を
高
め
る

自
律
促
進
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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大阪に通勤・通学するという暮らし方に加え、日中の時間
の多くを市内で過ごす暮らし方や、生駒で働く暮らし方な
ど、多様なライフスタイルに対応したまちづくりを進めて
います。市民力を活用したまちづくりは総務省の令和2年
度「ふるさとづくり大賞」で地方自治体表彰を受賞しました。

駒
市
［奈良県］

生

市
民
と
行
政
の
協
創
で

「
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ス
テ
ー
ジ
」へ

金剛生駒紀泉国定公園の北部に位置する生駒山地の主峰、標高642m の生駒山はまちのシンボル （上)。
往
い こ ま

馬大
たい

社
しゃ

の例大祭で行われる火取りは松
たいまつ

明を担いで石段を駆け降りる速さを競う神事（下)。

人口：11 万 8,485 人
　　　 （令和 4 年 1 月1日現在）
面積：53.15㎢
市の木：樫

かし

 
市の花：きく
市役所所在地：奈良県生駒市東新町
　　　　　　　8 番 38 号

Ikoma City DATA

良
県
の
北
西
端
に
あ
る
生
駒

市
は
大
阪
都
心
部
ま
で
電
車

で
約
20
分
と
い
う
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
と
生
駒
山
や
矢
田
丘
陵
に
囲

ま
れ
た
緑
豊
か
な
環
境
か
ら
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
。
平
成
２
年
に

10
万
都
市
と
な
り
、
令
和
元
年
に
は

S
D
G
s
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
子
育
て
・
教
育
環
境
に

は
定
評
が
あ
り
、
小
・
中
学
生
の
学
力

は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
（
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
よ
り
）。
さ
ら
に
、

「
治
安
の
良
さ
」や「
住
み
続
け
た
い
街
」

な
ど
、
住
み
や
す
さ
を
指
標
と
し
た
各

奈

生駒市

い
こ
ま
し
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種
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
た
び
た
び
上
位

に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
が
、
閑
静

な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
エ
リ
ア
や
、
里
山
が

残
る
田
園
エ
リ
ア
、
駅
や
商
業
施
設
が

整
備
さ
れ
た
エ
リ
ア
が
あ
り
、
思
い
描

く
暮
ら
し
に
合
う
地
域
を
選
べ
ま
す
。

　

そ
ん
な
本
市
は
、
単
な
る
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
か
ら
脱
却
し
、
生
駒
に
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
」「
住
み
た
い
」と

思
わ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
市
民
と
行

政
、
企
業
、
学
校
な
ど
の
多
様
な
主
体

が
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
駒
市
は
、
昨
年
市
制
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
50
年
で
人
口
は

約
３
・
２
倍
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
定
住
意
向
は
88
・
９
％
に
の
ぼ

り
ま
す
。
今
後
も
暮
ら
す
価
値
が
あ

る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、「
自

分
ら
し
く
輝
け
る
ス
テ
ー
ジ
・
生
駒
」

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
多
様
な
人
と

人
が
出
会
い
、
協
力
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
協

創
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

生駒市長
小紫雅史

協創による
まちづくり

修験者の行場だった生駒山に開山。本尊は
不動明王。般若窟という洞穴は役

えんの

行
ぎょう

者
じゃ

が
開き、弘法大師が修行したと伝わる。

市の北部にある竹製品の里と呼ばれる高山
町。茶筌師が鮮やかな手さばきで作る高山
茶筌は国の伝統的工芸品に指定されている。

世界に誇れる「COOLなもの・こと」を外国
人審査員100人が判定する同賞。生駒山上
遊園地からの夜景が奈良県で唯一受賞した。

日本三大聖天

宝
ほ う

山
ざ ん

寺
じ

全国一の生産

茶
ち ゃ

筌
せ ん

COOL JAPAN AWARD2019 受賞

生駒山からの夜景

生駒山の鞍部にある暗
くらがり

峠
とうげ

。奈良時代から使わ
れ、古をしのばせる石
畳が残る。松尾芭蕉は
「菊の香に くらがり登
る 節句かな」と詠んだ。

「音楽のまち生駒」を
代表する「生駒市民吹
奏楽団」。個性ある 3
チームで構成され、「い
こすいフェスタ」では
力強さと輝きのある音
色が響き渡る。

昭和４年に開園、多く
の行楽客に親しまれて
きた生駒山上遊園地。
国内に現存する最古の
大型遊具で、土木遺産
にも認定された飛行塔
がそびえる。

竹製品の里・高山地区
で毎年開く「高山竹あ
かり」。竹の造形物が
ろうそくの灯りに照ら
され、園内が幻想的な
雰囲気に包まれる。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
切
り
口
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
株
式
会
社

　

自
治
会
な
ど
の
活
動
を
応
援

複
合
型

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り

炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
先
駆
的
な
取
組
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
駒

市
は
、「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」
や

「
S
D
G
s
未
来
都
市
」
に
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
核
と
な
る
施
策
が
、

平
成
29
年
に
生
駒
市
が
過
半
数
を

出
資
し
、
市
民
団
体
で
あ
る
一
般

社
団
法
人
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
駒

ら
と
と
も
に
設
立
し
た
い
こ
ま
市

民
パ
ワ
ー
株
式
会
社
で
あ
り
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
切
り
口
と
し
て
、
ま

ち
の
魅
力
向
上
や
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

自
治
体
が
出
資
す
る
電
力
小
売

会
社
の
設
立
は
奈
良
県
内
初
で
、

市
民
団
体
が
参
画
す
る
事
例
と
し

て
は
全
国
初
の
試
み
で
す
。

　

い
こ
ま
市
民
パ
ワ
ー
は
、
着
実

に
電
力
事
業
を
拡
大
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
」
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
脱
炭
素
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
収
益
を
還
元
し
て
地
域

課
題
を
解
決
し
、
市
民
活
躍
の
場

づ
く
り
・
受
け
皿
と
な
る
「
ま
ち

づ
く
り
会
社
」
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

治
会
単
位
で
住
民
が

サ
ー
ビ
ス
を
作
り
出
し
、

支
え
合
い
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
む
の
が
複
合
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
で
す
。

市
は
自
立
的
な
活
動
を
補
助
金
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
市
の
呼
び
掛
け

に
応
え
て
７
自
治
会
が
名
乗
り
を

上
げ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
事
業

に
は
、
生
ご
み
か
ら
液
体
肥
料
と

メ
タ
ン
ガ
ス
を
作
る
資
源
化
装
置

を
自
治
会
館
の
横
に
設
置
し
、
ご

み
出
し
と
い
う
日
常
的
な
行
動
を

地
域
で
の
交
流
に
つ
な
げ
る
「
こ

み
す
て
」
や
住
民
が
遊
休
農
地
を

生
か
し
て
農
園
を
運
営
す
る
「
ワ

ク
ワ
ク
農
園
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

市
内
１
０
０
か
所
を
目
標
に
、

複
合
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
を

置
く
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。

脱

自

100％の市民出資で、市民エネルギー生駒が設置・運営している
太陽光発電。発電した電気は、いこま市民パワーが市内に供給。

収益還元として、登下校見守
りサービス導入を支援。

タグを携帯して校門を通過すると、
保護者にメールで通知。

コーヒーサロンや野菜の販売といった既存の活動にご
み出し活動「こみすて」を融合させた自治会も。

老若男女の自治会員が自由に利用できる「図書室カ
フェ」。一戸建て住宅が立ち並ぶ地域に設けられた。
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市民のＰＲチーム

いこまち宣伝部
　いこまち宣伝部は生駒市が運営する市民によるＰＲチームです。
メンバーは公募で選ばれ、活動前にプロの講師による文章や写真、
取材などの講座を受講します。任期は毎年 10月から 1年間。平
成 27年度にスタートした事業で、現在 7期生が活動中です。
　市民の目線で住民や行事、風景などまちの魅力を発掘、取材し
て市の公式 Facebook や Instagramの「グッドサイクルいこま」
で紹介しています。
　活動する中で、まちへの愛着が育ち、活動後、子
ども食堂や緑化事業などの地域活動に関わる人も
少なくありません。

　平成 30 年に生駒市と不動産流通関連 7業種 8団体が協定を
締結し、「いこま空き家流通促進プラットホーム」を設立しまし
た。市が所有者の同意を得たうえで空き家情報を提供し、宅建士
や建築士などの専門家が売却や賃貸を支援する仕組みです。「ど
こに相談していいのかわからない」「相談しても受け付けてもら
えない」などの悩みを抱える空き家所有者に寄り添い、個々の物
件にオーダーメイドで対応しています。これまで 102 件を取扱
い、48件が成約に至っています（令和 4年 1月末時点）。

公園にいこーえん

まほうのだがしやチロル堂

goodneighbors

真下藍さん

吉田田タカシさん

佐
村
佐
栄
子
さ
ん
（
左
）

・
丸
山
尚
子
さ
ん
（
右
）

月１回集まった人たちで近所の公園を楽しむ「公園に
いこーえん」。日時など大まかな内容だけを知らせて
自由に参加可能。同じ場所で思い思いに過ごす中で、
自然なつながりが生まれています。

子どもたちが笑顔になれるよう、楽しい居場所をつく
りたいと「まほうのだがしやチロル堂」をオープン。
大人が食事などをすると代金の一部が子どもたちのサ
ポートのための寄付になります。

地域の誰もが交流を楽しみ、くつろげるコミュニティ
スペースを運営する佐村さんと丸山さん。カフェだけ
でなく、シェアキッチンや委託販売なども行い、誰か
の夢を応援する場になっています。

生き生きしてる！

公民連携で所有者をサポート

空き家流通促進プラットホーム

メンバーは 20〜 40 歳代。主婦、会社員、デザイナー、フォト
グラファーなど多様。

流通に向けた支援をワンストップ
で行うプラットホーム。

専門家が集う流通促進検討会議。
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公害苦情の受付件数は増加したものの
 約７割は１週間以内に解決しています

〜令和２年度公害苦情調査結果概要〜

公害苦情の受付状況

図 1　全国の公害苦情受付件数の推移

　
「
建
物
の
解
体
工
事
の
音
が
う
る
さ
く

て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」「
野
焼
き
に
よ
る
煙

や
に
お
い
で
気
分
が
悪
い
」
な
ど
の
公
害

で
困
っ
た
と
き
は
、
お
近
く
の
市
町
村
等

の
公
害
苦
情
相
談
窓
口
で
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

公
害
苦
情
相
談
窓
口
で
は
、
被
害
の
実

情
な
ど
を
調
べ
、
必
要
に
応
じ
て
発
生
源

者
に
対
し
改
善
の
た
め
の
指
導
や
助
言
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
解
決
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
で
は
、
こ

う
し
て
市
町
村
等
が
受
付
・
処
理
し
た
公

害
苦
情
に
つ
い
て
、
毎
年
、
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
令
和
２
年
度
公
害
苦
情
調

査
結
果
」
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　令和２年度の公害苦情受付件数は 81,557件で、前年度に比べ 11,099 件（＋15.8％）の増加となっ
ています。
　令和２年度は特に「焼却（野焼き）」「廃棄物投棄」「工事・建設作業」に関する苦情が増加しました。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等も予想されたこと
から、市町村等がどのように感じているかを把握するため、公害苦情調査（本
調査）に付随してアンケートを実施しました。
　これによると、令和２年度の受付件数が増加したのは、新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響による在宅時間の増加だけでなく、住民の生活環境に関
する考え方の変化などの要因も影響しているものと考えられます。
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図 2　処理に要した期間別直接処理件数

公害苦情の処理状況
　令和２年度の公害苦情の取扱件数は、受付件数（81,557件）に前年度からの繰越件数（4,869 件）を加えた 86,426 件で、前年度に比べ
10,950 件（＋14.5％）の増加となっています。
　そのうち、苦情を受け付けた市町村等において、苦情が解消したと認められる状況に至るまで措置を講じた（= 直接処理）件数は70,872 件

（82.0％）となっており、前年度に比べ 8,774 件（＋14.1％）の増加となっていますが、その約７割は相談を受けてから１週間以内に解決しています。

公害苦情処理担当の職員数

図 3　公害苦情処理担当職員数
　令和 2 年度末（令和 3 年３月 31日）現
在、市町村等で公害苦情の処理を担当してい
る職員の数は10,842 人で、この10 年間は
11,000人程度で推移しています。

　令和２年度の公害苦情処理は、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響だけでなく、住民の生活環境に関する考
え方の変化などの影響もあり直接処理件数が増加しまし
たが、市町村等の公害苦情処理担当職員の努力により、
公害苦情の相談を受けてから、約７割が１週間以内に解
決していることが分かりました。
　公害で困ったときは、お近くの市町村等の公害苦情相
談窓口で相談を受け付けていますので、是非ご利用くだ
さい。

公害等調整委員会ホームページ

○公害苦情相談窓口
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/complaint/soudan_madoguchi.html

○公害苦情調査
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/knowledge/report/main.html
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電気通信紛争処理委員会
発足20周年記念シンポジウム

 ～デジタル新時代に向けて：事業者間調整の最前線～
＜開催結果＞

開　会

閉　会

第　１　部

第　２　部

開会挨拶  金子 恭之 総務大臣

講評・閉会挨拶  荒川 薫 委員長代理（明治大学総合数理学部長・教授）

基調講演① 「Society 5.0 と情報通信」
　　　　　 五神 真 氏（東京大学大学院理学系研究科教授・前東京大学総長）

基調講演② 「電気通信紛争処理委員会の実績と今後果たすべき役割」 
　　　　　 田村 幸一 委員長（弁護士・元高松高等裁判所長官）

個別講演① 「情報通信分野における紛争処理の実態
                    ～あっせん手続を中心に～」　
　　　　　 小野 武美 委員（東京経済大学経営学部教授）

個別講演② 「モバイル市場におけるMNOとMVNOとの
                  事業者間協議について」　　　　　 
　　　　　 関口 博正 氏（神奈川大学経営学部教授）

パネルディスカッション
テーマ①　5G時代におけるMVNOビジネスモデルと
　　　　　   MNO・MVNO間の構造的な紛争要因・解決策　
テーマ②  市場動向を踏まえた紛争処理の将来ビジョンと
　　　　　  今後委員会に期待される役割　

【モデレータ】 小塚 荘一郎 委員（学習院大学法学部教授）

【パネリスト】 大谷 和子 氏（（株）日本総合研究所執行役員法務部長）
　　　　　　　   島上 純一 氏 （（一社）テレコムサービス協会副会長MVNO委員会委員長）
　　　　　　　   三尾 美枝子 委員（弁護士）
　　　　　　　   山﨑 拓 氏（（株）NTTドコモ常務執行役員経営企画部長）

　

電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
は
、
情
報

通
信
分
野
に
お
け
る
事
業
者
間
の
紛
争
を

迅
速
・
公
正
に
処
理
す
る
専
門
的
組
織
と

し
て
、
平
成
13
年
11
月
30
日
に
設
置
さ
れ
、

令
和
3
年
、
発
足
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

情
報
通
信
分
野
の
大
き
な
市
場
動
向
の
変

化
を
背
景
に
、紛
争
の
さ
ら
な
る
高
度
化
・

複
雑
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
の
機
会
を

と
ら
え
、
あ
っ
せ
ん
、
仲
裁
等
の
紛
争
処

理
制
度
に
つ
い
て
、
改
め
て
理
解
増
進
・

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
12
月
24
日
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
図
の
と
お
り
で
あ
り
、

本
委
員
会
の
委
員
に
加
え
、
前
東
京
大
学

総
長
の
五
神
氏
を
は
じ
め
有
識
者
・
業
界

関
係
者
の
方
々
に
も
参
画
を
い
た
だ
き
、

基
調
講
演
、
個
別
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、主
に
Ｍ
Ｎ
Ｏ・

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
間
の
事
業
者
間
協
議
を
対
象
に
、

そ
の
円
滑
化
や
紛
争
処
理
制
度
の
果
た
す

べ
き
役
割
に
つ
い
て
、
大
変
有
意
義
な
ご

指
摘
を
い
た
だ
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
金
子
総
務
大
臣
か
ら
、
開
会
挨

拶
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
す
る

● 

開
会
挨
拶

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
モ
バ
イ
ル
市
場

に
お
け
る
公
正
競
争
の
確
保
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
中
、
本
委
員
会
の
果
た
す
役

割
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
情
報
通
信
産

業
の
健
全
な
発
展
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い

旨
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、五
神
氏
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
等
地
球
規
模
の
課
題
へ
の
対
応
と
し

て
の
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
．０
の
意
義
や

Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
へ
の
工
程
等
に
つ

い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
田
村
委
員
長
か
ら
、
本
委
員

会
の
機
能
、
紛
争
処
理
の
実
績
、
今
後
果

た
す
べ
き
役
割
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ

れ
、
そ
の
中
で
、
あ
っ
せ
ん
が
最
も
多
く

利
用
さ
れ
て
お
り
、
平
均
し
て
約
３
か
月

で
処
理
さ
れ
、
約
６
割
が
合
意
に
至
っ
て

い
る
と
の
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

● 

基
調
講
演
・
個
別
講
演

開会挨拶を行う金子総務大臣
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続
い
て
、
小
野
委
員
か
ら
、
過
去
の
事

例
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
極
め
て

解
決
困
難
な
事
態
に
陥
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
あ
っ
せ
ん
の
利
用
に
よ
り
、
中
立
的

な
有
識
者
が
双
方
の
主
張
を
聞
き
、
論
点

を
整
理
す
る
こ
と
で
解
決
に
至
る
こ
と
が

あ
り
得
る
等
の
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
関
口
氏
か
ら
、
本
格
的
な
５

Ｇ
時
代
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
や

モ
バ
イ
ル
音
声
の
卸
提
供
等
に
つ
い
て
、

事
業
者
間
協
議
の
円
滑
化
に
向
け
た
電
気

通
信
事
業
法
の
改
正
等
、
当
省
に
お
け
る

検
討
状
況
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
本
格
的
な
５
Ｇ
時
代
に
お
け
る

  

Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
〉

　

島
上
氏
か
ら
、
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
が
よ
り
高
い

付
加
価
値
を
有
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
競
争
と
協
力
・
協
調
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
Ｍ
Ｎ
Ｏ
と
の
関
係
が

重
要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
山
﨑
氏
か
ら
、

両
者
が
連
携
し
、
利
用
者
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
新
た
な
価
値
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
議
論
が
行
わ
れ
る
中
で
、

三
尾
委
員
か
ら
、
紛
争
要
因
と
し
て
情
報

の
格
差
、
人
材
の
格
差
が
あ
る
の
で
、
紛

争
処
理
制
度
が
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
の

で
は
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
大
谷
氏
か

ら
、
Ｍ
Ｎ
Ｏ
に
よ
る
新
料
金
プ
ラ
ン
の
発

表
が
相
次
ぎ
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
に
と
っ
て
先
行
き

が
不
透
明
な
状
態
が
続
く
中
、
５
Ｇ
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
お
け
る
付
加
価
値
の
高
い
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
が
活
路
と
考
え
ら

れ
、
サ
ー
ビ
ス
設
計
の
自
由
度
が
高
ま
り
、

Ｍ
Ｎ
Ｏ
と
同
時
期
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開

始
で
き
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
提
供
が

重
要
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

〈
紛
争
処
理
制
度
に
期
待
さ
れ
る
役
割
〉

　

紛
争
処
理
制
度
に
つ
い
て
、
島
上
氏
か

ら
、
最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
が
、
Ｍ
Ｎ

Ｏ
は
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
た
め
活
用
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
が
あ
る

等
の
認
識
が
示
さ
れ
た
一
方
、
山
﨑
氏
か

ら
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携

に
つ
い
て
の
相
談・
サ
ポ
ー
ト
等
、
新
た

な
領
域
に
共
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と

の
期
待
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
議
論
が
行
わ
れ
る
中
で
、

三
尾
委
員
か
ら
、
紛
争
化
す
る
前
の
相
談

先
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
大
谷

氏
か
ら
、
紛
争
処
理
は
契
約
慣
行
や
競
争

ル
ー
ル
の
整
備
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
あ
っ
せ
ん
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
論
を
受
け
、
島
上
氏
か
ら
、
紛
争
処

理
の
場
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
少

し
違
っ
た
活
用
を
考
え
て
も
よ
い
か
も
し

れ
な
い
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
山
﨑
氏

か
ら
、
ま
ず
は
協
議
を
開
始
す
る
と
い
う

点
で
の
あ
っ
せ
ん
の
活
用
が
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〈
総
括
〉

　

小
塚
委
員
か
ら
、
一
見
紛
争
に
見
え
る

事
案
で
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
通
じ
て
Ｗ
ｉｎ

-

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
５
Ｇ
時
代
に
お
い
て
は
多
く
の
事

業
者
か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
さ
れ

る
方
が
よ
り
豊
か
な
社
会
に
な
る
こ
と
か

ら
、
事
業
者
間
協
議
を
進
め
る
上
で
の
一

つ
の
要
素
と
し
て
紛
争
処
理
制
度
を
活
用

し
て
ほ
し
い
と
の
総
括
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
荒
川
委
員
長
代
理
か
ら
、
講

評
・
閉
会
挨
拶
と
し
て
、
事
業
者
間
協
議

が
円
滑
に
行
わ
れ
、
良
好
な
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
あ
っ
せ
ん
の
利
用
が
有
効
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
の
皆
様
に
ご

認
識
い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た

と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
と
し
て
は
、
当
日
の
議
論
も

踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
も
、
紛
争
事
案
の
解

決
に
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、
関
係
の
皆
様

の
期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

● 

講
評
・
閉
会
挨
拶

パネルディス
カッションの
様子

総務省電気通信紛争処理委員会ホームページ
シンポジウムの動画、講演資料等を
ご覧いただけます
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki
/hunso/hossoku20.html

基調講演を行う田村委員長
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令
和
２
年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者
数

は
１
３
２
６
人
で
、
こ
の
う
ち
、
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
８
９
９
人
と
全
体
の

約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が

生
活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

消
防
庁
で
は
、
本
年
３
月
１
日
（
火
）

か
ら
７
日
（
月
）
ま
で
の
７
日
間
、
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
今

回
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
の
徹
底
、
電
池
切
れ
、
経

年
劣
化
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
交
換

の
推
進
や
、
た
ば
こ
火
災
に
係
る
注
意
喚

起
広
報
の
実
施
を
は
じ
め
と
す
る
「
住
宅

防
火
対
策
の
推
進
」
な
ど
を
重
点
目
標
と

し
て
実
施
要
項
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
点
検
を
実
施
し
、

故
障
・
老
朽
化
し
た
機
器
を
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
の

寿
命
は
10
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
電
子
部

品
の
劣
化
等
に
よ
る
故
障
の
お
そ
れ
も
あ

る
た
め
、
設
置
後
10
年
を
目
安
に
本
体
の

交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

３月１日（火）から３月７日（月）まで

春季全国火災予防運動を
実施します！

この機会に防火への意識を高めましょう

お 問 い 合 わ せ 先
総務省消防庁予防課：Tel. 03-5253-7523

（火災予防運動について）

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

全
国
統
一
防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

重点目標

多数の者が集合する
催しに対する

火災予防指導等の徹底

住宅防火対策の推進

製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

乾燥時および強風時の
火災発生防止対策の推進

林野火災予防対策の推進

放火火災防止対策の推進

特定防火対象物等における
防火安全対策の徹底

●定期的な作動確認

●古くなったら交換

※１ �住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。警報
器の作動確認は、春秋の火災予防運動の時期に行うなど、定期的に実
施してください。

※２ �故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカー
にお問い合わせください。なお、電池切れと判明した警報器が設置から
10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を
感知しなくなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

点検ボタンを押す
か点検ひもをひっ
ぱり、定期的（※1）
に作動確認をしま
しょう。

火災警報以外の警
報が鳴った場合

作動確認をしても警報器に
反応がなければ、本体の故
障か電池切れです（※2）。警
報器の本体または電池を交
換しましょう。

本体の故障か電池切れです
（※2）。警報器本体を交換し
ましょう。

お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　
火
の
始
末

２
０
２
１
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

https://www.fdma.go.jp/mission/
prevention/prevention001.html
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